
様式１ 令和２ 年度 宇陀市立 菟田野中学校 学校自己評価書

本年度
重点目

標

中項目 小項目 具体的評価項目・ 指標 評価の観点・ 理由 課題・ 改善方策

① 学習指導計画 指導計画（ シラバス） の作成と 実施状況 Ｂ

② 指導方法の
工夫改善

学力向上に向けた指導の工夫（ 学び合い等） と わ

かり やすい授業実践 Ｂ

③ 評価 適切な評価 Ａ

④ 家庭学習の指導
家庭学習の習慣化のための指導の工夫と 実践 Ａ

① 挨拶と 掃除の
定着

挨拶の習慣化と 清掃活動の定着 Ａ

② 学級･学年指導
の充実

学級活動・ 道徳・ 総合的な学習の時間の指導の工

夫と 実践 Ａ

③ 生徒会活動の活
性化

生徒が主体と なって意欲的に取り 組む Ｂ

④ 部活動の活性化 安全に、 生徒が意欲的に取り 組む Ｂ

① 人権教育指導計
画

確かな人権意識を身につけさ せる指導計画 Ａ

② 指導方法の工夫
改善

生徒の実態にあった題材と 、 工夫ある授業実践 Ｂ

① 組織的な生徒指
導

組織的な取組で規範意識を高める指導を行う Ａ

② 教育相談・ 生徒
理解

教育相談の充実と スク ールカウンセラーの活用 Ａ

③ 家庭と の連携
家庭と の連絡を密にし 、 連携を深める Ａ

③ 関係機関と の
連携

関係機関と の連絡を密にし 、 連携を深める Ａ

① 組織的な特別支
援教育

生徒の特性を理解し組織的に特別支援教育を進め

る Ａ

② 個別の指導計画 個別の指導計画を基にした、 指導の充実 Ｂ

③ 家庭と の連携
家庭と の連絡を密にし 、 連携を深める Ａ

③ 関係機関と の
連携

関係機関と の連絡を密にし 、 連携を深める Ａ

・ 「 シラバス」 の内容の検討や使用方法を
よ り 広く 伝える。
・ よ り わかり やすい授業研究を進める。
・ 「 自主学習ノ ート 」 の定着で家庭学習の
習慣はついてきたが、 より 「 深い学び」 に
つなげるための指導方法を研究していく 。
・ 継続するこ と の大切さを伝え、 工夫をし
ながら引き続き取り 組んでいく 。
・ 「 学び合い」 活動の実践を積み重ねて授
業改善を進めて行く 。

・ 家庭学習の習慣化のために「 自主学習ノ ート 」 、
わかり やすい授業のために「 学び合い」 活動に学校
全体で取り 組んだ。
・ 家庭学習の時間が定着してきた。
・ 研究授業や小中教育連携会議などで小中全職員で
指導法などについて協議を重ね、 ７ つの「 菟田野
「 つけたい力」 カリ キュラム」 を作成した。
・ 県学力向上実践研究推進事業の取組を継承し 、 引
き続き取組を進めた。
・ 生徒個人用タブレッ ト の導入。 生徒が家庭へ持ち
帰っての活用を始める。
・ コロナ禍の中、 集会や話し合い活動等多く の活動
に制限がある中、 工夫の凝らした活動を考えた。

・ 生徒会の挨拶運動や呼びかけ。
・ 生徒の企画運営による全校集会の実施。
・ 体育大会で、 生徒実行委員による企画、 運営を行
い。 合唱コンクールでも各ク ラス意欲的に取り 組ん
だ。
・ 各学年、 活発な体験学習を行う 。

１ 年： 福祉体験学習
２ 年： ふれあい体験・ 職場体験学習
３ 年： 修学旅行・ 平和学習と 進路に向けて

など。
・ 本年度は、 コロナ感染症拡大防止のため、 様々な
活動が制限さ れた中、 できる限り の活動を工夫し
行った。

・ 「 人権に関する行事が充実」 肯定的生徒95％
・ 「 いじめや暴力にあう 心配が少ない」 肯定的生徒93％
・ 「 一人ひと り を大切にする教育」 肯定的保護者78％

・ 人権を大切にする教育は本校の伝統であ
る。 その強みを今後も 活かしながら 、 時代
に即した教材研究を進める。
・ 地域の方と の交流方法を、 今後も 考えて
いく 。

・ 「 服装,交通ルールを守っている 」 肯定的生徒98％
・ 「 心配事を先生に話せる 」 肯定的生徒71％ 保護者84％
・ 「 Ｐ Ｔ Ａ活動に積極的参加」 肯定的保護者69％(昨年比+10）

大項目

( 4)生徒指導

( 5)特別支援教育

( 1） 基礎学力の定
着と 向上

( 3)人権意識の
育成

・ 今後も様々な場面を通して、 ルールを守
る社会性を育てると 共に、 自律心を持たせ
る指導を進めていく 。
・ 学校の情報を積極的に伝え、 保護者や地
域と の信頼関係の構築に努める。
・ PTA活動への意識は年々上がっており 、 今
後も協働して進めていく 。

・ 「 シラバスを活用」 保護者肯定的48％（ 昨年度比＋13％） で、 家
庭での教育への関心が高まる。
・ 「 わかり やすい授業」 生徒肯定的94％（ 昨年度比＋8％） ・ 保護
者76％（ 昨年度 比+3％） 全体に上昇した。
・ 「 適切に評価」 肯定的生徒94％( +7） 保護者78％(昨年度比同）
・ 「 家庭での学習をしているか」 肯定的75％（ 昨年度比＋9％）

ふだんの家庭学習の時間、 「 １ 時間以上」 の生徒が、
１ 年60％ ２ 年55％ ３ 年85％と 過半数を超えており 、 家庭学習

が定着してきている。
「 自分の考えを発表する機会があたえられている 」 1年95％2年93％
３ 年94％「 話し合う 活動」 1年89％２ 年77％３ 年65％と 、 肯定的な
数値は高く 、 活動に制限のある中でも確実にできる活動を行ってお
り 成果は出ている。

・ 特別支援教育個別の指導計画の作成。
・ 特別支援教育部会を定期的に行い、 教員の指導の
共通理解を進めた。
・ 授業のユニバーサルデザイン化の取組を続けてい
る。
・ 特別支援学級保護者会の実施。
・ 職員の特別支援教育研修の実施。
・ 市特別支援教育指導員の来校、 年５ 回。

取組と 成果

・ 「 自分から挨拶をしている」 肯定的生徒92％(昨年度比＋3)保護
者89％（ 昨年度比＋8）
・ 「 掃除を熱心にしている 」 肯定的生徒99％（ 昨年度比＋7）
・ 「 生徒会・ 福祉委員会で積極的」 肯定的生徒83％(昨年度比-6％)
・ 「 学級の一人と して協力した」 肯定的生徒95％（ 昨年度比同）
・ 「 学校行事が充実」 肯定的生徒95％（ 昨年度比+3％）
・ 「 部活動に意欲」 肯定的生徒79％（ 昨年度比-4％）
・ コロナ禍の影響で、 活動が減った部活動や福祉委員会活動等は、
マイナスの影響があるが、 生徒の意欲や行事に対しては、 肯定的で
ある。

〇 学力向上（ 客観的データーに基づく 取組）
〇 学級集団づく り （ 互いに高め合える集団・ 一人ひと り が活き活きと 活動できる集団）
〇 自分たちで誇れる学校（ 達成感のある活動） 〇 保護者や地域に信頼される学校

・ 基礎学力の徹底 ・ 家庭学習
・ 学ぶ意欲の向上

評価

A

A

・ 全教員で共通理解の場を毎月設け、 個別の指導計画を基に指導を
行った。
・ 個別の指導を、 よ り 専門的に行い、 個々の学習の充実に努めた。
・ 「 UDAスタンダード 」 の実践は進んでいるが、 授業のユニバーサ
ルデザイン化は、 まだまだ徹底しなければならない点などがある。
・ 特別支援学級保護者会で、 全職員が参加し 、 保護者と 情報共有や
交流を進めるこ と ができた。

・ 授業のユニバーサル化の視点を今後も 大
切にし 、 検討見直しを定期的に行う 。
・ 関係機関と の連携を密にし、 専門的な意
見をききながら進める。

・ 挨拶と 掃除を大切にするこ と は、 今後も
重視していく 。
・ 生徒会の活動が、 生徒の主体性と 個性を
活かす活動と なるよ う 進めていく 。
・ コロナ禍の体制は今しばらく 続く こ と が
予想さ れるため、 今できる形を模索し、 活
動の充実を図り たい。

・ 学年での取組・ 生徒集会での発表。
・ 生徒会や１ 年生による福祉施設と の協同活動。
など。
・ 人権フェスティ バルへの取組。

・ 学年だけでなく 学校全体での、 情報の共有を大切
にした生徒の指導を行う こ と を常に大事にした。
・ キャ リ アパスポート の実施。
・ スマホ・ 携帯安心出前講座・ 薬物乱用防止教室の
実施。
・ スク リ ーニング会議の実施。 生徒の状況を専門家
であるスクールカウンセラーを交えて確認、 年２ 回
行う 。

教育目標

運営方針

学ぶ意欲をもち、 人のつながり を大切に、 人を思い、 協働する力を育てる～『 非認知能力』 を伸ばす～

教職員を適材適所に配置し、 組織的に学校運営・ 学級経営を行う と と も に、 保護者や地域と と もに学校を活性化させる。

前年度
からの
課題

A

( 2) 自主的・ 主体
的に行動でき
る生徒の育成

A

Ｂ

Ⅰ

教
育
活
動
に
関
す
る
も
の





様式３ 令和２ 年度 学校関係者評価書

令和３ 年３ 月２ 日

大項目 中項目 達成状況・ 取組状況について 取組の適切さについて 改善方策について

学校名 宇陀市立菟田野中学校

実施日

Ⅰ
教
育
活
動
に
関
す
る
も
の

( 1) 基礎学力の定
着と 向上

( 2) 自主的・ 主体的
に行動できる生
徒の育成

( 3) 人権意識の育成
( 4) 生徒指導
( 5) 特別支援教育

・ 長い休校が心配されたが、 生徒は明るく
元気一杯で安心した。
・ 学習に一生懸命やっている生徒の姿があ
る。
・ 学習に楽しさがあり 、 それだけでなく そ
こから考えさせる授業の場面もあり 、 そこ
が良かった。
・ 教室掲示等工夫があり 、 生徒の意見が多
く あるのが良い。

・ 「 自主学習ノ ート 」 を小中で連携して
やっているこ と で、 確実に家庭学習の習慣
がついてきている。
・ 授業は、 生徒と しっかり 対話し、 生徒自
らがわかっていく 授業を目指してほしい。
・ 「 つけたい力」 をテーマごと に各学年で
段階的な目標を決めていて、 今やっている
こ と が家から見てもわかり 、 じゃあ家でも
と 思える。

・ 過去の継承のままではいけない。 常に実
情にあった学びを追求する姿勢をもつこ と
を大切にしてほしい。
・ 小中連携による地域あげての取組と し
て、 更に継続発展させてほしい。 その中
で、 体育などの体力面等もテーマにと り あ
げても らえればと 思う 。
・ I CTについては、 タブレッ ト の使い方
等、 まず先生が知り 考える研修が大事だろ
う 。

特になし

Ⅱ
学
校
経
営
に
関
す
る
も
の

( 1) 組織運営
( 2) 研究研修
( 3) 保健管理
( 4) 保護者･地域と

の連携
( 5) 教育環境の整備

・ コロナ禍で様々なこ と が大変だったと 思
う 、 その中で無事に多く の行事等が成功さ
せても らった。 早く 通常の元のよう にのび
のびと 活動できるよ う になってほしい。
・ 各部会を定例化するこ と は大切である。

・ 小中連携部会は、 様々な視点のテーマが
もたれていて良い。
・ 小中連携を軸にして課題を解決に向かっ
ているのは効果があると 思う 。 また、 中１
ギャッ プも少なく スムーズに入っていける
と 感じる。
・ 連携するこ と で小中の先生方の研修の焦
点がわかり やすく なり 良い。
・ 今後の生徒数を考えると 、 部活動のあり
方は難しいと ころがあると 感じる。

・ コロナ禍で集団活動が減り 、 個別対応が
進むが、 タブレッ ト 等の導入をどう つなげ
るのかが、 今後の大切な課題と なろう 。
・ 小中連携は３ 年目、 こ れからも続けて欲
しい。

【 その他学校に対する意見】



昨年比

肯定的

体育大会や合唱コンク ールなどの学校行事は、 充実していますか。 A B C D Ｅ又は無回答 合計 -4
49 36 12 0 3 100 % 85

学級・ 学年活動・ 全校集会など、 人権に関する行事は、 充実していますか。 A B C D Ｅ又は無回答 合計 -5
44 38 12 2 3 100 % 82

全体的に、 授業はわかり やすいと 思いますか。 A B C D Ｅ又は無回答 合計 ＋3
23 53 18 1 4 100 % 76

お子さんは、 家庭学習をしていますか。 （ 宇陀市「 UDAスタンダード 」 で９ ０ ～１ ２ ０ 分を目標と しています。 ） A B C D Ｅ又は無回答 合計 ＋１３

21 37 24 16 2 100 % 58
お子さ んの学力や努力は適切に評価されていますか。 A B C D Ｅ又は無回答 合計 ０

34 44 16 3 2 100 % 78
一人ひと り を大切にする教育に重点をおいていますか。 A B C D Ｅ又は無回答 合計 ＋２

44 34 12 7 2 100 % 78
お子さ んは、 部活動に積極的に参加していますか。 A B C D Ｅ又は無回答 合計 －３
A） 当てはまる B) どちらかと いえば、 当てはまる C) どちらかと いえば、 当てはまらない D) 当てはまらない Ｅ ） 部に入っていない 64 18 4 3 10 100 % 82
いじめや暴力にあう 心配は少ないと 思いますか。 A B C D Ｅ又は無回答 合計 －３

32 42 16 8 2 100 % 74
お子さ んは、 自分から進んであいさ つをしていますか。 A B C D Ｅ又は無回答 合計 ＋８

61 28 7 3 1 100 % 89

お子さ んは、 学校の服装や交通についてのルールを守っている。 A B C D Ｅ又は無回答 合計 －４

73 23 2 0 1 100 % 96
お子さ んの生活等（ 進路も含む） について、 相談できる先生がいますか。 A B C D Ｅ又は無回答 合計 ＋２

52 32 8 6 2 100 % 84
学校便り や学年便り 、 学校ホームページなどによって学校の様子がよく わかり ますか。 A B C D Ｅ又は無回答 合計 ＋3

41 40 16 2 1 100 % 81
行事等について学校からの配信メ ールが役に立っていますか。 A B C D Ｅ又は無回答 合計 －７
A） 当てはまる B)どちらかと いえば、 当てはまる C)どちらかと いえば、 当てはまらない D)当てはまらない Ｅ ） 配信メ ールに登録していない 50 33 13 2 1 100 % 83
PTA活動に積極的に参加していますか。 A B C D Ｅ又は無回答 合計 ＋１０

26 43 19 10 2 100 % 69
お子さんへの学習指導にシラバス（ 学習の仕方、 評価の方法など） を活用していますか。 A B C D Ｅ又は無回答 合計 ＋１３

9 38 36 17 1 100 % 48
お子さ んと 携帯電話やスマート フォンの使い方について話をしていますか。 A B C D Ｅ又は無回答 合計 ＋９
A） 当てはまる B)どちらかと いえば、 当てはまる C)どちらかと いえば、 当てはまらない D)当てはまらない Ｅ ） 携帯電話等を持たせていない 33 39 11 3 13 100 % 72
学校でのコロナ感染症対応は、 できていたと 思いますか。 A B C D Ｅ又は無回答 合計

41 46 11 0 2 100 % 87

(16)

(17)

(10)

(11)

(12)

(13)

(14)

(15)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(2)

(3)

菟田野中学校評価アンケート（保護者用）令和２年度 全体

(1)



A B C D Ｅ又は無回答 合計 ＋３
63 32 4 1 0 100 ９５ %
A B C D Ｅ又は無回答 合計 ＋１
72 23 3 1 0 100 ９５ %
A B C D Ｅ又は無回答 合計 ＋８
33 61 5 1 0 100 ９４ %
A B C D Ｅ又は無回答 合計 ＋８
54 39 5 1 0 100 ９３ %
A B C D Ｅ又は無回答 合計 0
41 34 21 3 0 100 ７５ %
A B C D Ｅ又は無回答 合計 ＋９
36 39 17 7 0 100 ７５ %
A B C D Ｅ又は無回答 合計 ＋７
51 43 5 1 0 100 ９４ %
A B C D Ｅ又は無回答 合計 －６
48 35 15 2 0 100 ８３ %

部活動に意欲を持って取り組めましたか。 A B C D Ｅ又は無回答 合計 －４
A）当てはまる B)どちらかといえば、当てはまる C)どちらかといえば、当てはまらない D)当てはまらない Ｅ）部に入っていない 49 30 7 1 13 100 ７９ %

A B C D Ｅ又は無回答 合計 0
59 36 4 1 0 100 ９５ %
A B C D Ｅ又は無回答 合計 0
71 22 2 4 0 100 ９３ %
A B C D Ｅ又は無回答 合計 －２
45 32 21 2 0 100 ７７ %
A B C D Ｅ又は無回答 合計 ＋３
64 28 7 1 0 100 ９２ %
A B C D Ｅ又は無回答 合計 ＋１
81 17 1 1 0 100 ９８ %
A B C D Ｅ又は無回答 合計 ＋４
79 16 2 3 0 100 ９５ %
A B C D Ｅ又は無回答 合計 ＋７
61 38 1 0 0 100 ９９ %
A B C D Ｅ又は無回答 合計 －１
44 27 16 13 1 100 ７１ %
A B C D Ｅ又は無回答 合計

68 27 3 2 0 100 ９５ %

菟田野中 学校評価アンケート（生徒用）令和２年度
生 徒

体育大会や合唱コンクールなどの学校行事は,充実していますか。

学級・学年活動・全校集会など、人権に関する行事は,充実していますか。

全体的に、授業は分かりやすいですか。

授業中、先生の話や友達の話を、集中して聞けていますか。

授業や話し合いで、意見を言うことができていますか。

家庭での学習をしていますか。（宇陀市「UDAスタンダード」で９０～１２０分を目標としています。）

学力や努力は適切に評価されていると思いますか。

生徒会、福祉委員会等で積極的に活動することが出来ましたか。(委員への協力ができましたか。)

あなたは学級の一人として協力できましたか。

いじめや暴力にあう心配は少ないですか。

家族に、学校での出来事をよく話しますか。

だれに対しても、自分から進んであいさつをしていますか。

学校の服装や交通についてのルールは守れていますか。

学校でのコロナ感染症対応は、できていたと思いますか。

昨年比
肯定的

「朝の学習の時間（８：２５～８：３５）」を有効に活用できていますか。

掃除時間は時間いっぱい熱心にしていますか。

心配事や困ったことを、話せる先生がいますか。


